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家

畜

市

場

完

成

広
大
な
地
域
を
有
す
る
我
が
市
は
、
農
業
の
発
展
を
期
す
る
上
に
於
て
忘
れ
る
こ
と
が
で

き
な
い
の
は
有
畜
農
業
の
振
興
に
あ
り
ま
す
。
近
年
農
業
経
営
の
多
角
化
が
叫
ば
れ
当
地
の

農
家
の
畜
産
熱
も
高
ま
り
、
最
近
各
地
で
催
さ
れ
る
膏
産
共
進
会
に
は
、
当
地
か
ら
出
品
さ

れ
た
牛
、
豚
、
馬
等
は
優
秀
な
成
績
を
政
め
て
い
る
が
、
一
方
県
及
び
市
に
於
て
も
畜
産
按
興

を
更
に
推
進
し
よ
う
と
、
さ
き
に
地
元
民
の
熱
意
で
西
布
施
日
尾
地
区
に
約
三
五
町
歩
の
放

牧
場
が
設
置
さ
れ
、
好
成
績
を
牧
め
た
が
、
今
叉
更
に
去
る
四
月
十
日
工
事
に
着
工
し
そ
の

完
成
を
念
い
で
い
た
魚
津
市
家
畜
市
場
は
、
総
工
費
ハ
土
地
買
牧
費
を
除
く
〉
約
一
一
一
一
六
万

円
を
以
て
去
る
六
月
写
真
の
様
に
立
派
に
完
成
し
ま
し
た
。

と
れ
に
よ
っ
て
魚
津
市
の
畜

一
魚
津
駅
に
程
近
い
釈
迦
堂
に
設

一

産
物
の
生
産
地
と
し
て
伸
揚
を

一
置
さ
れ
た
も
の
で

-

は
か
る
も
の
だ
け
に
、
高
度
の

一

総
工
費
ハ
土
地
買
牧
費
を
除

利
用
と
活
用
が
期
待
さ
れ
て
い

一く
〉
一
コ
一
六
万
余
円

ま
'寸。

一

敷
地

六

O
O坪

完
成
し
た
家
苔
市
場
は
国
鉄

一

建
物
延
八
七
坪

魚津市荒町

小浜印刷所

本
館
〈
四
七
坪
)

木
造
瓦
葺
一
部
二
階
建

撃
場

ハ四

O
坪
〉

平
家
建
古
鉄
板
葺

撃
留
頭
数

ハ牛
馬
〉
六

O
頭

で
あ
る
。
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「た

ば

乙
しー

買

な

備
こ
の
家

畜
市
場
の

八
月
以
降

の
開
設
日

割
は
次
の

通
り
で
す

十
一
月

二
十
二
日

十
二
月

十
二
日

三
月

二
十
二
日

主ら
場市畜家し成

B三宮

フロ

漁
業
調
整
委
員
の
選
挙

選
挙
期
日

l
l八
月
十
二
日

海
区
漁
業
調
整
委
員
会
の
蚤

員
の
任
期
は
、
本
年
八
月
十
四

日
を
も
っ
て
満
了
す
る
の
で
、

と
の
一
般
選
挙
は
、
全
国
的
に

統
一
し
て
執
行
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。

一
選
挙
の
期
日
八
月
十
二
日

二
選
挙
期
日
の
告
示

七
月
二
半
三
日

三
投
票
の
時
間

午
前
八
時
か
ら

午
後
五
時
ま
で

回
投
票
所

L
大
町
小
学
校

旧
魚
津
、
道
下
、
下
中
島

の
地
域

Z
経
団
出
張
所

旧
経
国
の
地
域

五
開
票
即
日
開
場
所
で

午
後
四
時
か
ら

選

挙 区 @
選

動
挙

運

動分の

期

運

選

挙

事

務

所

選
挙
当
日
の
選
挙
事
務
所
の
制
限

休

所

の

置

戸

別

訪

問

公
営
施
設
使
用
の
個
人
演
説
会

夜
間
の
符
頭
演
説
及
び
連
呼
行
為

選
挙
期
日
後
の
挨
拶
行
為
の
制
限

憩

等

六
選
挙
す
べ
き
委
員
の
数

第
一
海
区
(
呉
山
以
東
V

七

人

一
候
補
者
の
届
出
締
切
一

一
八
月
二
日
午
後
五
時
一

こ
の
海
区
委
員
会
は
)
昭
和

二
十
五
年
八
月
一発
足
以
来
新
漁

業
権
制
度
の
実
施
、
沿
岸
及
び

沖
合
漁
業
の
調
整
等
に
重
要
な

役
割
を
果
し
て
き
た
が
、
第
二

回
の
漁
業
権
の
切
替
え
を
昭
和

三
十
一
年
に
ひ
か
え
て
、
そ
の

使
命
も
一
層
重
要
性
を
加
え
る

と
と
ふ
考
え
ら
れ
る
の
で
、
有

権
者
各
位
は
徹
底
し
た
公
明
選

挙
を
行
う
と
共
に
、
棄
権
防
止

等
に
特
に
留
意
さ
れ
た
い
。

覧

表摘

要

立
候
補
届
出
の
日
か
ら

選
挙
期
日
の
前
日
ま
で

一

箇

所

投
票
所
か
ら
三
町
以
内

禁
止

禁

止

禁

止

回
数
の
制
限
な
し

午
後
九
時
か
ら
翌
日
午

前
六
時
ま
で
禁
止

制
限
あ
り

間

設

市
農
業
委
員
会
の
選
挙
に

よ
る
委
員
の
立
候
補
届
者

七
月
十
六
日
執
行
す
べ
き
市

農
業
委
員
会
の
選
挙
に
よ
る
委

員
の
選
挙
の
候
補
者
の
届
出
を

七
月
六
日
締
切
っ
た
が
、
立
候

補
者
は
左
記
の
と
お
り
で
あ
っ

て
定
数
を
超
え
な
い
か
ら
投

票
は
行
わ
な
い
。

な
お
、
と
の
農
業
委
員
会
は

今
度
改

E
さ
れ
た
法
律
に
よ
っ

て
、
従
来
の
旧
町
村
別
に
あ
っ

た
十
二
農
業
委
員
会
を
、
全
市

一
農
業
委
員
会
に
改
め
た
も
の

で
、
本
市
の
委
員
の
定
数
は
・

選
挙
に
よ
る
者
十

一
A

選

任

に

よ

る

者

三

人

で
あ
る
。

?ミ

者

農

業

委

員

会

委

員

選

挙

立

候

補

者

生
年
月
日

旧
地
区

候

補
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中
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中
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下
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内
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喫

ん

で

保
育
所
費
用
ハ
保
育
料
)
の

事

変
更
に
つ
い
て

，'

今
年
四
月
市
内
各
保
育
所
に
一
ぐ
内
職
政
入

、

措
置
し
た
児
童
の
保
護
者
よ
り
一
で
財
産
牧
入

徴
牧
す
る
費
用
は
、
，
市
の
定
め

一等
よ
り
そ
の
保
護
者
の
家
庭
の

た
規
程
に
依
っ
て
算
出
し
た
も
一
政
入
を
認
定
し
、
そ
の
牧
入
を

の
で
あ
る
が
、
今
般
そ
の
保
育

一得
る
に
必
要
な
最
少
限
度
の
経

料
の
保
護
者
負
担
の
適
正
を
図

一費
を
控
除
し
た
額
(
例
え
ば
交

る
為
、
厚
生
省
よ
り
保
育
粧
の

一
通
費
〉
を
以
っ
て
牧
入
総
額
と

徴
放
基
準
を
示
し
て
来
た
の

一
し
、
そ
の
額
を
一訳
さ
れ
た
基
準

で
、
当
市
の
保
育
斜
も
こ
の
基

一
表
に
よ
っ
て
算
出
さ
れ
る
も
の

準
に
依
っ
て
再
認
定
し
な
く
て

一
で
あ
り
ま
す
。

、

は
な
ら
な
い
様
に
な
り
ま
し
た

一
な
お
、
こ
の
牧
入
の
認
定
は
年

と
の
徴
牧
の
主
な
要
点
は

一
四
回
以
上
必
ず
実
施
し
な
く
て

政

入

の

認

定

は

な

り

ま

せ

ん

。

四

月

、

七

月

イ

・

勤

労

牧

入

十

月

及

一

月

の

四

回

で

す

。

p
.

事
業
政
入

青
少
年
乍
守
ろ
、
フ

犯
罪
の
蔭
に
ヒ

目
下
重
大
な
社
会
問
題
と
し
て
、
我
国
の
将
来
に
と
っ
て

憂
慮
さ
れ
て
い
る
事
は
、
覚
せ
い
剤
中
毒
者
の
数
が
、
全
国

で
約
七
十
万
と
推
定
さ
れ
、
そ
の
二

O
%が
若
い
男
女
で
し

め
、
し
か
も
青
少
年
犯
罪
の
大
部
分
が
直
接
間
接
に
覚
せ
い

剤
と
関
係
の
あ
る
こ
と
で
す
。
特
に
最
近
で
は
、
大
都
市
か
ら

農
村
漁
村
へ
流
れ
て
、
全
国
到
る
処
で
深
刻
な
事
件
を
起
し

て
お
り
ま
す
。
一
体
ど
の
よ
う
に
し
て
青
少
年
が
覚
せ
い
剤

の
と
り
と
と
な
り
、
悪
の
道
へ
入
っ
て
行
く
の
で
し
ょ
う
。

行
政
監
察
特
別
養
員
会
の
調
査
が
多
い
の
で
す
。
女
子
の
場
合

に
よ
り
ま
す
と
密
造
部
落
で
製
で
も
桃
色
遊
ぎ
に
ふ
け
っ
て
補

造
さ
れ
た
ヒ
V

ポ
シ
は
1

よ
く
導
を
受
け
た
学
生
等
で
は
、
ヒ

連
絡
さ
れ
た
ブ
ロ
ー
カ
ー
の
手
ロ
ポ
シ
を
用
い
て
い
る
場
合
が

に
渡
り
ま
す
。
こ
の
ブ
ロ
ー
カ
多
ィ
、
街
の
女
に
堕
ち
た
も
の

1
の
数
は
非
常
に
多
く
、
所
に
も
ほ
と
ん
ど
が
そ
の
中
毒
患
者

よ
っ
て
は
ブ
ロ
ー
カ
ー
仲
間
の
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

問
屋
も
あ
る
わ
け
で
す
。
プ
ロ
最
近
の
調
べ
に
よ
り
ま
す
と
、

ー
ヵ
ー
は
自
分
も
ヒ
ロ
ポ

ン
中
ヒ
ロ
ポ

ン
を
う
つ
た
め
に
必
要

毒
に
か
ふ
っ
て
い
る
場
合
が
多
な
金
額
は

一
カ
月
最
低
五
百
円

い
の
で
す
が
、
こ
の
人
達
が
不
か
ら
最
高
は
一
万
円
を
越
え
、

良
青
少
年
に
売
り
込
ん
で
ゆ
く
平
均
二
千
五
百
円
と
な
っ
て
お

わ
け
で
す
。
こ
の
不
良
青
少
年
り
、
と
の
費
用
を
得
る
為
に
青

は
と
れ
を
自
分
の
ポ
ジ
代
か
せ
少
年
の
場
合
は
特
に
種
々
の
犯

ぎ
の
為
に
諜
り
場
パ
チ
シ
コ
屋
罪
を
起
し
て
い
ま
す
。
と
の
金

、
鉄
道
、
パ
ス
の
待
合
所
等
で
の
出
ど
こ
ろ
に
つ
い
て
、
小
遣

高
校
生
等
を
つ
か
ま
え
て
は
.「
か
ら
出
し
た
り
、
働
い
て
も
う

試
験
の
時
に
眠
く
な
ら
な
い
薬

け
る
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
半

だ
」
と
言
葉
巧
み
に
宣
伝
し
な
数
は
家
の
金
や
品
物
を
持
ち
出

が
ら
売
り
つ
け
ま
す
。
こ
れ
等
し
た
り
、
窃
盗
を
働
い
た
り
し

の
高
校
生
も
、
や
が
て
中
毒
に
て
い
る
の
で
す
。
そ
の
他
詐
欺

な
っ
て
薬
代
か
せ
ぎ
に
ま
た
仲
恐
か
っ
、
盗
品
売
買
等
の
犯
罪

聞
を
ふ
や
す
と
い
っ
た
具
合
で
が
こ
れ
に
続
い
て
く
る
の
で

ど
ん
メ
¥
拡
が
っ
て
行
く
の
が
す
。
此
の
よ
ろ
に
中
毒
患
者
に

普
通
の
例
の
よ
う
で
す
。
労
務
な
る
と
理
性
や
道
徳
心
が
ま
ひ

者
の
場
合
で
も
、
伝
わ
る
経
路
す
る
た
め
に
兇
悪
な
犯
罪
を
簡

は
、
盛
り
場
で
知
り
合
っ
た
不
単
に
や
っ
て
の
け
、
親
兄
弟
が

良
仲
間
、
ポ
シ
中
毒
の
作
業
仲
薬
を
買
う
金
を
呉
れ
な
い
か
ら

聞
を
通
す
事
が
多
く
、
中
で
も
と
い
っ
て
暴
行
を
働
き
、
や
け

夜
間
作
業
に
た
ず
さ
わ
る
青
年
を
起
し
て
家
に
火
を
つ
け
る
よ

で

増

市

そ

c乙磯万

登
J
M

，
 

万
燈
台
〈
ま
ん
と
う
だ
い
〉

と
言
え
ば
「
さ
て
な
ん
だ
ろ
う

」
と
思
わ
れ
る
方
が
多
い
と
思

い
ま
す
が
、
そ
れ
は
魚
海
港
に

建
て
ら
れ
た
最
初
の
燈
台
で
あ

り
ま
す
。
と
の
燈
台
は
今
は
全

〈
用
を
為
さ
ぬ
の
で
あ
り
ま
す

が
、
当
時
の
漁
業
者
航
海
者
に

と
っ
て
は
、
ど
ん
な
に
有
難
く

思
わ
れ
た
事
で
し
ょ
ろ
。
忘
れ

ロ

ボ

ユ/

う
な
事
件
ま
で
出
て
き
ま
し

た
。
更
に
強
度
の
中
毒
患
者
で

は
妄
想
に
か
ら
れ
て
の
暴
行
傷

害
が
多
く
、
一
例
と
し
て
あ
る

中
毒
患
者
は
後
か
ら
傘
を
持
っ

て
く
る
老
婆
を
誰
か
が
自
分
に

万
で
切
り
つ
け
て
き
た
と
錯
覚

を
起
し
て
老
婆
に
傷
害
を
あ
た

え
た
事
件
等
が
起
り
ま
し
た
。

覚
せ
い
剤
に
関
係
の
あ
る
犯
罪

は
、
密
造
や
売
質
所
持
使
用
か

ら
窃
盗
傷
害
殺
人
に
至
る
ま
で

覚
せ
い
剤
取
締
法
に
ふ
れ
る
わ

け
で
す
が
、
富
山
県
に
於
け
る

犯
罪
は
昭
和
三
十
八
年
度
は
一

O
件
一
六
名
、
昭
和
二
十
九
年

度
は
一
四
件
一
七
名
で
増
加
の

傾
向
を
た
ど
り
、
真
に
憂
慮
す

ベ
ぎ
状
態
に
あ
る
と
云
わ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

以
上
の
結
果
を
綜
合
し
て
み

ま
す
よ
、
覚
せ
い
剤
の
恐
怖
が

今
夏
な
が
ら
身
に
し
み
る
の
で

あ
り
ま
す
。
覚
せ
い
剤
の
禍
は

単
に
性
格
的
に
弱
点
を
持
っ
た

人
々
の
み
が
た
ど
る
運
命
だ
と

考
え
る
の
は
全
く
甘
い
見
方
で

あ
っ
て
、
将
来
の
運
命
を
左
右

す
る
も
の
で
、
覚
せ
い
剤
の
問

題
は
現
在
第
一
に
取
上
げ
る
べ

き
軍
要
問
題
な
の
で
、
中
毒
患

者
を
ふ
や
さ
な
い
よ
う
に
対
策

即
ち
予
防
の
面
か
ら
特
に
一
般

各
位
の
積
極
的
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

魚
津
警
察
署

防

犯

の
い
財
¥
政

慶
応
四
年
は
闘
治
元
年
で
あ
，り

ま
す
〉
と
れ
ζ
そ
魚
津
港
に
建
-

て
ら
れ
た
燈
台
の
最
初
で
あ
っ
F

て
、
海
上
安
全
般
舶
保
護
鈎
尊
一

い
一
役
を
買
っ
で
建
て
ら
れ
た
一

も
の
で
あ
り
ま
す
が
、
現
在
は
-

一
水
産
加
工
場
の
裏
手
の
網
納
屋
-

A
ロ

(

-

一

一

)

一

に

包

ま

れ

て

、

・辛

1
じ
て
存
在
一

一
し
て
い
る
ば
か
り
で
あ
一り
ま
一

ら
れ
た
こ
の
燈
台
は
、
今
ど
と
一

・

由

一
す
。
今
後
は
万
燈
台
と
し
て
の
一

に

ど

号

な

っ

て

い

る

で

し

ょ

う

一

一

か
o

一
寸
訪
ね
る
の
に
困
難
致
一
生
命
よ
り
も
、
史
跡
と
し
て
の
一

し

ま

す

。

一

容

在

価

値

を

認

め

七

保

容

す

ベ

『

昔
か
ら
魚
津
港
と
い
っ
た
の
一
き
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
-

は
大
町
海
岸
に
面
す
る
一
帯
の
一
当
時
こ
の
万
燈
台
を
運
営
す

v

一

海
面
で
、
と
斗
は
海
底
が
深
い
一
る
為
め
に
奉
行
所
で
は
、
浜
屋
『

か
ら
、
魚
調
停
に
入
港
す
る
荷
物
一
彦
助
を
火
元
番
に
任
命
し
、
新
一

艇
は
、
海
岸
か
ら
手
が
と
ど
く
一
札
三
百
六
十
質
文
を
当
時
の
魚
一

位
の
所
に
錨
を
下
し
て
淀
泊
し
一

律
町
の
油
屋
十
二
府
に
八
朱
の
一

ま

し

た

。

一

利

で

貸

渡

し

、

/
其
の
利
銀
で
泊
一

鉄
道
北
陸
線
が
ま
だ
開
通
し
な
一
を
差
じ
出
さ
せ
た
と
い
う
細
か
一

い
交
通
の
不
便
な
時
に
は
、
此
一
い
計
画
が
建
で
ら
れ
て
年
中
燈
一

の
地
方
唯
一
の
交
通
の
中
心
地
一
が
消
え
な
い
「
万
霞
台
」
と
な
一

と
し
て
、
港
は
繁
昌
し
北
陸
随
一
っ
た
の
で
あ
り
ま
、す。

J

，
一

一
と
言
わ
れ
て
新
川
木
綿
や
藁
一
万
燈
台
の
台
石
面
に
は
「
大
-

工
品
や
越
中
米
が
多
量
に
移
出
一
一
止
二
年
移
転
寄
附
消
防
組
」
と
一

す
る
の
で
大
小
の
般
が
常
に
出
一
彫
ら
れ
て
あ
る
の
神
間
、
海
汀
線
一

入
し
た
も
の
で
あ
り
ま
し
た
。
一
が
海
に
出
た
為
め
)
最
初
む
建
一

当
時
こ
の
潜
に
燈
台
が
無
い
一
て
ら
れ
た
位
置
で
は
、

，般
の
出
一

の
で
、
航
海
者
の
不
便
は
言
う
一
入
に
用
を
為
さ
な
い
様
に
な
ワ
固

ま
で
も
な
く
「
シ
ケ
」
の
夜
な
一
た
為
語
、
約
一一
、
三
十
米
前
方

ど
は
漁
舶
が
界
常
に
難
渋
し
ま

一
の
突
堤
の
わ
き
べ

.移
転
し
た
主

し
た
。

事
を、

消
防
組
が
寄
附
し
た
‘しも

係

慶
応
三
年
三
八
六
五
)
今

か
ら
八
十
九
年
前
時
の
魚
津
町

奉
行
土
方
与
八
郎
が
、
加
賀
藩

に
願
い
出
て
、
角
川
尻
に
小
さ

な
燈
台
を
新
築
す
る
こ
と
を
許

可
さ
れ
、
慶
応
四
年
第
四
十
三

代
の
町
奉
行
小
川
渡
が
之
を
竣

工
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
高
さ
三

間
余
り
の
石
造
で

右
面
に
は
{
パ
海
中
為
即
波
供

養
願
主
尊
建
之
」
「
施
主
小

川
渡
」
と
あ
り
左
面
に
は
「

無
縁
法
界
」
裏
面
に
は
「
慶

応
四
年
戊
辰
仲
夏
建
之
」

と
刻
ま
札
て
あ
り
ま
す
。
ハ
註

合燈万

の
で
あ
り
ま
す
0

.

現
在
建
て
ら
れ
で
あ
る
場
所
一

は
岡
町
地
先
の
公
有
地
図
坪
で
一

大
正
元
年
時
の
魚
樟
町
長
か
ら
一

無
期
限
使
用
の
申
請
を
レ
許
可
圃

を
得
て
あ
る
処
で
あ
り
ま
オ
J

今
こ
の
万
燈
台
を
訪
ね
様
も

す
る
者
は
、
旧
水
族
館
の
横
通

り
か
ら
水
産
加
工
場
の
裏
令
廻

る
と
、
大

E
四
年
夏
に
建
て
ら

れ
た
「
魚
樟
燈
台
」
が
あ
釘
ま

す
。
其
の
わ
き
に
並
ん
で
建
っ

て
い
る
の
が
そ
れ
で
あ
り
ま

す
。



(2) 

夏
休
み
は
規
則
正
し
く

補

導

委

員

会

で

協

議

昭和 2.9年 7月15日発行報広市津魚

れち
た
め

(第48号)

あ惨たのーφJ字乏
第 2 期f

定資産
る
こ
と
。
し
か
し
夜
間
外
出

を
し
な
い
こ
と
を
原
則
と
す

る。
五
、
盆
踊
に
つ
い
℃

夏
休
み
中
に
各
所
に
お
い
て

盆
踊
り
が
行
わ
れ
る
が
、
こ

れ
も
十
時
を
限
度
と
す
る
。

特
に
各
地
区
の
青
年
団
で
は

十
時
頃
に
な
っ
た
ら
、
学
校

の
生
徒
胞
意
が
帰
宅
す
る
よ

う
注
意
し
て
い
た
だ
き
た
い

六、

‘遊
び
の
指
導
に
つ

い
て

夏
の
間
よ
く
子
供
の
や
る
花

火
、
銅
げ
き
の
遊
び
は
危
険

を
仲
う
の
で
中
止
さ
・せ
る
。

つ
と
め
て
子
供
の
遊
び
場
所

を
設
定
し
、
危
険
を
伴
ζ
J

も

の
や
、
と
ば
く
的
な
も
の
を

止
め
さ
せ
る
。

七
、
交
通
事
故
の
防
止

に
つ
い
て

魚
摩
市
は
富
山
、
高
岡
に
次

い
で
事
故
の
多
い
所
で
あ

税

課

目

務
1
税

3
 

日付フ

園

納期限

る
。
そ
の
主
な
る
原
因
は
、

道
路
が
せ
ま
い
関
係
も
あ
る

が
、
子
供
が
道
路
上
で
よ
く

遊
ぶ
。
道
路
を
は
げ
し
く
横

断
す
る
。
諸
車
に
ぶ
ら
さ
が

っ
た
り
、
投
石
し
た
り
す

る
。
右
側
通
行
が
励
行
さ
れ

て
い
な
い
。
等
に
よ
る
も
の

で
、
特
に
交
通
事
故
の
防
止

に
万
全
を
期
す
る
。

入
、
規
則
正
し
い
生
活

に
ク
い
て

夏
休
み
中
は
特
に
生
活
が
不

規
則
に
な
り
や
す
い
の
で
こ

の
点
十
分
指
導
し
身
心
共
に

健
全
な
抱
童
生
徒
を
育
成
す

る
。

全
世
界
の
青
少
年
が
手
を
取

り
団
結
し
て
、
世
界
平
和
の
為

め
B
・
s
・運
動
を
展
開
し
て
い

る
の
で
あ
り
ま
す
が
、
我
が
固

に
於
て
も
戦
後
殊
に
こ
の
思
想

が
普
及
せ
ら
れ
、
各
地
に

B
・

s
・
隊
の
結
成
を
見
る
と
と
は
、

誠
に
う
れ
し
い
限
り
で
あ
り
ま

す
。

B
・
s
・
ハ
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
〉
運

動
は
生
活
の
中
か
ら
、
美
し
い

生
活
を
身
に
つ
け
て
、
楽
し
い

社
会
を
作
り
出
す
原
動
力
と
な

現 七 れ び P時夏のやが七た候ヶれ月なをも昔然つ 調 の か 限 答 よ 配 端 も 育 聞
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お

願

い

統

計

図

表

募

集

会

国

と

県

コ

ジ

ク

l
y
作

品

今
度
全
国
統
計
協
会
連
合
会

と
富
山
県
及
び
県
教
育
費
員
会

並
び
に
県
統
計
協
会
で
は
、
統

計
思
想
の
普
及
向
上
と
統
計
の

表
現
技
術
の
研
鎖
に
資
す
る
目

的
で
、

第
五
回
統
計
図
表
全
国

コ
V
J

グ
1
ル
作
品
並
び
に
富
山

県
統
計
図
表

コ
シ
グ

1
ル
作
品

を
左
の
要
領
で
募
集
し
て
い
ま

す
。

記

@
応
募
資
格
者

第
一

部

小
学
生

第
二
部
中
、
高
校
生

第
三
部

一
般

@
図
表
の
内
容

第

一
部

①
あ
な
た
の
学
校
の
状
態

を
示
す
統
計
図
表

①
あ
な
た
の
グ
ラ
ス
の
状

態
を
示
す
統
計
図
表

第
二
部

①
私
達
の
住
ん
で
い
る
県

又
は
市
町
村
の
交
通
事

情
を
示
す
統
計
図
表

'

⑦
私
達
の
住
ん
で
い
る
県

川〈
は
市
町
村
の
特
徴
を

示
す
図
表

第
三
部

①
日
本
の
過
剰
人
口
を
示

す
統
計
図
表

①
日
本
交
は
富
山
県
の
教

育
程
度
を
示
す
統
計
図

表
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全 会全 全企月

察員兵 め水能来館 浅来所和消農 十
の並庫丸、来族 登 八 市 、回七市職 歌防 六業四日
た北県 日市 館 御 目 埋 大 自 負山分自委日ま
め条加ハ 、茶ハ 没 阪( 等県 団 ハ員ハて
，来町西金 埠の木 林大水 行西 長 火会 日
市助地〉 没 7.k'-" 館学 υ 政 牟会 〉 長 〉

役 方 館 大 視教 視 婁 議 会
等 事 視 学 . 察授 察地開 議
行務 察 教 の等 の方 催 開
政所 ι の援 た水 た事 催
視職 た等 め族 め務

規

格用
紙
は
七
七
橿
×
一
一

O
極

ハ
B
列
全
判
〉
の
大
き
さ

送
付
先

富
山
県
統
計
課

締

切昭
和
二
十
九
年
七
月
二
十
五

口
H

応
募
上
の
注
意

L
作
品
裏
面
に
は
住
所
、
氏
名

性
別
、
職
業
ハ
生
徒
等
の
場

合
は
所
属
学
校
、
学
年
〉
年

令
を
明
記
の
こ
と

Z
応
募
作
品
は
原
則
と
し
て
返

戻
し
な
い

入
選
発
表

県
I
l
l
七
月
末
頃

全
国
l
l
l
九
月
下
旬

新
聞
、
-
フ
ヂ
オ
の
外
直
接

本
人
又
は
学
校
長
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